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オ
ラ
ン
ダ
の
建
国
は
１
６
４
８
年

（
慶
安
元
）
だ
が
、
国
土
が
つ
く
ら
れ
始

め
た
の
は
13
世
紀
か
ら
で
あ
る
。
ラ
イ

ン
川
、
マ
ー
ス
川
、
ス
ヘ
ル
デ
川
が
流

れ
込
む
泥
炭
地
域
を
堤
防
で
囲
み
、
中

の
水
を
排
水
し
、
干
上
が
ら
せ
て
つ
く

っ
た
の
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
（
下
の
土

地
の
意
）
だ
。
そ
こ
に
自
治
都
市
が
生

ま
れ
、
そ
の
連
合
体
が
当
時
の
ス
ペ
イ

ン
か
ら
独
立
し
た
の
が
現
在
の
オ
ラ
ン

ダ
で
あ
る
。

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
水
委
員
会
の
広
報
担

当
官
ホ
エ
ク
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
堰

を
持
ち
、
水
門
を
持
ち
、
運
河
を
持
ち
、

排
水
口
を
持
つ
。
こ
れ
が
ポ
ル
ダ
ー
だ
」

と
話
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
施
設
面
か
ら
の
説
明
だ
。
デ
ル

フ
ト
工
科
大
学
教
授
の
フ
ォ
ル
カ
ー
は
、

ポ
ル
ダ
ー
を
「
自
然
状
態
で
は
高
い
地

下
水
位
で
あ
る
が
、
そ
の
地
表
水
・
地

下
水
の
水
位
が
人
工
的
に
管
理
さ
れ
て

い
る
干
拓
さ
れ
た
平
坦
な
地
域
」
と
説

明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ポ
ル
ダ
ー
は
、

周
囲
に
巡
ら
せ
た
堰
や
排
水
ポ
ン
プ
を

使
い
、
地
表
水
と
地
下
水
の
水
位
が
管

理
さ
れ
た
土
地
な
の
だ
。

実
際
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
地
下
水
位
へ

の
こ
だ
わ
り
は
、
大
変
に
強
い
。

日
本
で
は
、「
自
分
の
土
地
だ
け
が

守
ら
れ
れ
ば
あ
と
は
ど
う
な
っ
て
も
構

わ
な
い
」
と
い
う
自
己
本
位
の
気
持
ち

を
「
輪
中

わ
じ
�
う

根
性
」
と
呼
ぶ
が
、
ポ
ル
ダ

ー
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ

な
い
。
一
つ
の
ポ
ル
ダ
ー
だ
け
で
は
な

ポ
ル
ダ
ー
根
性

計
画
の
国
、
オ
ラ
ン
ダ
を
学
べ
。
こ

こ
数
年
、
日
本
の
経
済
界
で
は
「
オ
ラ

ン
ダ
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
成
長

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
な
ど
整
備
さ
れ
た
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
が
、
日
本
が
目
指
す
べ
き
模
範

と
映
る
と
い
う
の
が
背
景
に
あ
る
ら
し

い
。日

本
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
に
あ
た
る
オ

ラ
ン
ダ
の
国
民
負
担
比
率
（
税
負
担
＋

社
会
保
障
負
担
）
は
１
９
９
６
年
（
平

成
８
）
時
点
で
44
・
７
％
。
日
本
は

28
・
５
％
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ

は
大
き
い
政
府
、
日
本
は
小
さ
い
政
府

だ
。
し
か
し
今
や
、
高
い
経
済
成
長
率
、

失
業
率
の
減
少
、
労
使
関
係
の
安
定
、

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
四
つ
の

特
長
を
持
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
経
済
は
、

「
オ
ラ
ン
ダ
モ
デ
ル
」、
別
名
「
ポ
ル
ダ

ー
モ
デ
ル
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ポ
ル
ダ
ー
モ
デ
ル
は
、
経

済
活
動
の
現
場
で
の
労
働
条
件
の
柔
軟

さ
、
話
し
合
い
重
視
の
気
風
に
支
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
「
ポ
ル
ダ
ー
」

と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

水
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
、
す
ぐ
に

「
干
拓
地
の
こ
と
」
と
答
え
る
に
違
い

な
い
。
確
か
に
、
ポ
ル
ダ
ー
を
辞
書
で

調
べ
る
と
「
干
拓
地
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
日
本
で
い
う
干
拓
地
と

は
異
な
る
意
味
が
こ
の
言
葉
に
は
あ
る
。

地球温暖化がデルタ計画に与えた衝撃

水管理国家の政策転換は
話し合い

ポルダーの水が風車やポンプによって、より上の水路に押し上げられ、海へ排出
される道筋がよくわかる。また、海水からの浸潤、地下水、雨水、蒸発などの水
循環にポルダーが位置づけられている点にも注目したい。

（F.S.Hoep 'Holland Compass' 2002より）
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1953年（昭和28）１月31日の夜半、北海から発達し
た低気圧が接近し、いくつもの高潮が発生、20万ha
の土地が水に浸かり、30万人が家と財産を失った。
この高潮による死者は1853名。

く
、
各
ポ
ル
ダ
ー
が
連
合
し
て
地
表
水

と
地
下
水
の
両
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

な
く
て
は
、
暮
ら
し
て
い
る
土
地
そ
の

も
の
が
海
水
に
浸
か
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
だ
。

輪
中
根
性
な
ら
ぬ
、「
ポ
ル
ダ
ー
根

性
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
「
と
に
か
く
連
携
し
て
、
水
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
と
い
う
感
覚
で

あ
り
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
社
会
シ
ス

テ
ム
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１
９
５
３
年
の
大
水
害

オ
ラ
ン
ダ
に
は
４
８
９
の
自
治
体
が

あ
り
、
そ
れ
を
束
ね
る
12
の
州
政
府
が

あ
る
。
ゼ
ー
ラ
ン
ド
州
（Z

eelan
d

）

は
最
も
南
に
あ
る
州
で
、
州
都
は
ミ
デ

ル
ブ
ル
グ
。
ベ
ル
ギ
ー
と
国
境
を
接
し

て
お
り
、Z

ee

は
英
語
のSea

と
同
義

で
、「
海
の
土
地
」
と
い
う
意
味
だ
。

そ
の
名
の
通
り
、
州
の
４
分
の
３
は
海

水
位
よ
り
低
い
。

オ
ラ
ン
ダ
の
特
集
を
、
ゼ
ー
ラ
ン
ド

州
か
ら
始
め
る
の
に
は
意
味
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
ゼ
ー
ラ
ン
ド
が
か
つ
て
大

洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
説
明
す
る
大
治
水
計
画
・
デ
ル

タ
計
画
の
当
事
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
に
対
処

す
る
た
め
の
計
画
変
更
の
当
事
者
で
も

あ
る
か
ら
だ
。

そ
の
ゼ
ー
ラ
ン
ド
州
の
水
管
理
業
務

の
責
任
者
、
ブ
ラ
ウ
さ
ん
と
ラ
ー
ゲ
ン

地下水の水位への意識
オランダ人は地下水位に神経質だ。なぜなら、地下水位

をコントロールせずに土地を乾燥させてしまうと、土地が

どんどん沈降してしまうからだ。ポルダーは水路で囲まれ

ているが、その水路の水位が、そのポルダー内の地下水位

を規定する。したがって、水路の水位をコントロールすれ

ば、地下水位もある程度コントロールできることになる。

ただ問題は、望ましい地下水位が人によって異なることだ。

農業者はできるだけ地下水位を下げたい。そのほうが質

の良い牧草がよく育つし、トラクターなどの重機を走らせ

ても沈んでしまうようなことがない。しかし、地下水位が

下がると、水位が高いときに比べ、土地の年間沈下量が大

きくなる。国の立場としてはできるだけ土地の沈下量を抑

えたい。農業者と国の間で、地下水位の望ましさについて

の言い分が異なってくるのである。

そこで、ワーゲニンゲン大学のリサーチャー、ホビング

さんは、排水チューブをどの程度の間隔で敷設すれば、最

適な地下水位が保てるかについて、実験データをとってい

る。地下水位を農家がコントロールするために、水路水位

の調整のみならず、排水チューブを使うことの可能性につ

いての研究を行なっているのだ。この実験で実証された方

法で、農家が自分の農場の地下水位を積極的に調整するよ

う、指導していくのが目的だ。国が求める地下水位と、農

家が主張する地下水位のギャップを埋めるために、実際ど

こまでだったら歩み寄れるのか、牧草の生育度合いなどを

検証している。

「話し合いに役立てるためにデータを集めています。科学

的データを集めないことには、話し合いになりませんから」。

どんな事柄であっても、話し合う端緒につくために、説得

力のあるデータを集める、という姿勢がこんなところにも

現われている。

地下水の水位

牧草の勢い

牧草の性質

機械重量を支える力

牧草の純生産高

地盤沈下量 / 年間

労働収益（ユーロ）

- 35 cm

弱い

悪い

あまり良くない

低

5 mm

16,500

- 50～60 cm

かなり良い

かなり良い

中

8 mm

25,000

- 70～80 cm

良い

良い

良い

高

13 mm

25,900

左図：水路にはさま
れた牧草地の断面
図。
降雨季の冬には排水
路となり牧草地の地
下水は水路から遠い
中央の水位が高い。

（上）
逆に乾燥期には水路
が用水路となり、牧
草地の中央の地下水
位が低くなる。（下）

左表：三つの地下位
により異なる、地盤
沈下量等の変動を示
したもの。

下：実験農場に立つ
ワーゲニンゲン大学
のホビングさん。（3
ページ、35ページに
関連写真）。
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ダ
イ
ク
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

ラ
ー
ゲ
ン
ダ
イ
ク
さ
ん
に
よ
る
と
、
ゼ

ー
ラ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
、
１
９
５

３
年
（
昭
和
28
）
１
月
31
日
は
、
記
憶
に

焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
日
だ
と
い
う
。

こ
の
日
の
夜
半
、
北
海
か
ら
発
達
し
た

低
気
圧
が
接
近
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
ダ
ム
広
場
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の

標
高
基
準
点
Ｎ
Ａ
Ｐ
（N

ew

A
m

sterdam
P
ile

）
を
４
・
５
５
ｍ

超
え
る
い
く
つ
も
の
高
潮
が
発
生
、
20

万
ha
の
土
地
が
水
に
浸
か
り
、
30
万
人

が
家
と
財
産
を
失
っ
た
。
こ
の
高
潮
に

よ
る
死
者
は
１
８
５
３
名
。
オ
ラ
ン
ダ

人
に
と
っ
て
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

デ
ル
タ
計
画
始
ま
る

こ
の
よ
う
な
被
害
を
二
度
と
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
海
か
ら
海
水
が
侵
入
し

て
く
る
河
口
の
す
べ
て
に
蓋
を
し
て
し

ま
お
う
、
と
い
う
の
が
世
紀
の
大
土
木

工
事
と
い
わ
れ
た
デ
ル
タ
計
画
だ
。

堰
を
閉
め
る
と
い
っ
て
も
、
用
水
の

堰
を
閉
め
る
の
と
は
訳
が
違
う
。
海
岸

線
の
河
口
出
口
を
全
部
ふ
さ
ぎ
、
何
が

あ
っ
て
も
高
潮
か
ら
陸
地
を
守
ろ
う
と

し
た
の
だ
。
そ
の
規
模
は
壮
大
な
も
の

で
、
可
動
堰
も
含
め
る
と
建
設
す
る
堰

は
13
カ
所
に
お
よ
び
、
計
画
通
り
に
進

め
ば
、
河
口
部
の
汽
水
域
は
失
わ
れ
、

淡
水
化
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
に
デ
ル
タ
計

画
が
つ
く
ら
れ
、
翌
年
か
ら
ザ
ン
ド
ク

レ
ー
ク
ダ
ム
や
ハ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
ダ

ム
な
ど
が
順
次
着
工
さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
）
こ

ろ
か
ら
生
態
系
へ
の
影
響
が
問
題
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
に
ク
ラ
ー
セ
ン

ス
委
員
会
が
開
か
れ
、
事
業
の
見
直
し

が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て

の
堰
を
閉
め
き
る
と
い
う
計
画
は
、
東

ス
ヘ
ル
デ
ダ
ム
を
高
潮
の
時
だ
け
水
門

を
閉
め
る
可
動
堰
に
す
る
と
い
う
計
画

に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
第

一
の
計
画
変
更
だ
が
、
最
終
的
に
計
画

は
完
遂
さ
れ
た
。

海
面
が
上
が
り

川
の
流
量
が
増
え
る

と
こ
ろ
が
、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
）

こ
ろ
か
ら
、
ま
っ
た
く
予
期
し
て
い
な

か
っ
た
事
態
、
地
球
温
暖
化
問
題
が
現

れ
始
め
た
。
ブ
ラ
ウ
さ
ん
は
言
う
。

「
い
ま
デ
ル
タ
プ
ラ
ン
に
は
四
つ
の
問

題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
第
一
は

生
態
系
へ
の
影
響
、
第
二
は
都
市
化
、

第
三
は
海
岸
線
の
更
新
、
第
四
は
河
川

流
量
の
増
加
で
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
の
は
、
地
球
温
暖
化
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
我
々
は
北
海
の
海
面
上
昇
と
、

ラ
イ
ン
川
の
流
量
増
加
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
気
候
変
動
に
対
し
て
は
、
三
つ

の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
て
い
ま
す
」

ゼーランド州　ブラウさん ゼーランド州　ラーゲンダイクさん

ピレルダム

マース川の河口堰マエスラント 手前が東スヘルデ堰、デルタ計画博物館のある島を挟んで、その向こう
にピレルダムが見える
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た
。
こ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
運
輸
省
は

治
水
政
策
の
一
大
転
換
を
行
な
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｍ

の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
で
あ
る
ス
ピ
ッ
ツ
さ

ん
が
、
こ
う
話
す
。

「
現
在
オ
ラ
ン
ダ
は
、
新
た
な
水
政
策

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
90
年
に

ア
ル
プ
ス
の
氷
が
融
け
て
ラ
イ
ン
川
の

水
位
が
上
が
り
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
、
オ
ラ
ン
ダ
等
が
洪
水
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
死
者
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が

物
的
被
害
は
大
き
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ

か
ら
、
政
府
は
新
し
い
政
策
が
必
要
だ

と
考
え
始
め
た
の
で
す
」

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
は
水
に
関
す
る
持
続
的

開
発
を
支
援
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
団

体
。
財
団
法
人
だ
が
給
与
上
の
扱
い
は

公
務
員
で
あ
り
、
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
や
水
政
策
実
施
の
た
め
の
調
査
、

分
析
を
行
な
い
、
政
府
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
の
が
仕
事
で
あ
る
。

「
か
つ
て
オ
ラ
ン
ダ
は
、
水
と
人
を
い

か
に
切
り
離
す
か
に
専
念
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
温
暖
化
で
海
面
レ
ベ
ル

は
上
が
り
、
雨
も
多
く
な
る
。
人
口
が

増
え
、
住
宅
も
つ
く
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
農
業
政
策
、
土
地
利
用
も
変
わ

り
ま
し
た
。
農
業
は
集
約
的
に
な
り
、

表
流
水
だ
け
で
は
な
く
、
地
下
水
を
大

量
に
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
堤
防
を
高
く
し
て
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
洪
水
そ
の

も
の
を
防
ぐ
の
で
は
な
く
、
洪
水
を
い

か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
が
課
題
に

NOVEM スピッツさん
NOVEMはかつては私企業
だったが、水の公益性が社
会的に認知され、1975年に
財団法人になった。今では
ニュートラルな立場で、政
府と水管理組合の橋渡し役
を担っている。

左ページイラスト：1953年
の大水害を機に実施された
デルタプランによって、オ
ランダの川の河口は堰によ
ってふさがれた。しかし
2003年に再び堤防が切れた
ことにより、堤防を高くす
るだけでは守りきれない現
実に直面。この２、３年は、
水との闘いから共存へと思
想が変わりつつあり、堰の
在り方も見直しが進められ
ている。
右ページ：マース川の河口
に近い河口堰マエスラン
ト。ロッテルダムにあるユ
ーロポートの最上流は北海
まで40kmの距離にあるが、
この開閉式の河口堰はユー
ロポートの命綱となってい
る。訓練のための開閉は毎
年実施されているが、実際
に閉まったのは今までに一
度だけという。

平
均
気
温
が

上
が
る
と
、
海

面
が
上
昇
す
る
。

そ
れ
を
、
１
℃
、

２
℃
、
４
〜

６
℃
と
三
つ
の

場
合
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
の
が
上
図
の

数
字
だ
。

し
か
も
、
脅

威
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
温

度
が
上
昇
す
る
こ
と
で
ア
ル
プ
ス
の
融

雪
が
進
み
、
ラ
イ
ン
川
や
マ
ー
ス
川
の

流
量
が
増
え
る
。
現
に
１
９
９
０
年

（
平
成
２
）
と
１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
に

は
、
何
回
も
洪
水
が
起
き
て
い
る
。
海

だ
け
で
は
な
く
、
前
方
と
背
後
の
両
方

か
ら
水
が
迫
っ
て
き
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
ま
で
は
堤
防
を
ど
ん
ど
ん
嵩
上

げ
し
て
水
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
で
洪
水

に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

れ
も
限
界
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。
こ

の
８
０
０
年
間
、
海
水
と
闘
っ
て
土
地

を
つ
く
り
守
っ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
人
に

と
っ
て
、
地
球
温
暖
化
こ
そ
が
、「
い

ま
こ
こ
に
あ
る
危
機
」
な
の
で
あ
る
。

保
全
・
貯
留
・
放
流

デ
ル
タ
計
画
立
ち
上
げ
の
と
き
の
条

件
が
、
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
、
河

川
流
量
増
加
で
成
立
し
な
く
な
っ
て
き

汽水域

潮汐により塩水域が移動する

澱んだ塩水域

淡水域
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な
る
わ
け
で
す
」

「
水
を
入
れ
な
い
治
水
」
か
ら
、「
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
治
水
」
に
転
換
し
た

と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
経
緯
は
運
輸
水

利
省
が
つ
く
っ
た
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
水
へ
の
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ：

21

世
紀
に
お
け
る
水
管
理
政
策
』（
２
０

０
０
年
〈
平
成
12
〉
）
に
も
解
説
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、
洪
水
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
一
人
一
人
が
取

る
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
を
示
す
具
体
的
な

絵
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
は
三
つ
の
段
階
と
し
て

説
明
さ
れ
（
左
図
）
、
第
一
段
階
は

「retain
in

g

」。
ま
ず
は
水
を
そ
の
場

で
保
全
す
る
。
第
二
段
階
は
「storing

」。

水
を
そ
の
場
で
で
き
る
だ
け
溜
め
る
。

第
三
段
階
は
「d

isch
arg

in
g

」
で
、

ど
う
し
て
も
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
少

水の文化 19『合意の水位』 2005／2

量
の
水
を
放
流
す
る
、
と
い
う
具
体
的

な
指
針
だ
。
こ
の
絵
を
よ
く
見
る
と
、

地
下
水
の
流
れ
も
き
ち
ん
と
記
さ
れ
て

い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
地
下
水
は
ま
さ

に
管
理
す
べ
き
対
象
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
政
策
変
更

に
合
わ
せ
て
、
州
、
市
レ
ベ
ル
で
も
水

管
理
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
。

計
画
変
更
は
話
し
合
い

ゼ
ー
ラ
ン
ド
州
も
、
地
球
温
暖
化
と

い
う
新
た
な
要
因
が
加
わ
っ
た
た
め
に
、

デ
ル
タ
計
画
で
で
き
あ
が
っ
た
水
管
理

の
秩
序
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
閉
め
き
っ

た
河
口
堰
を
開
け
た
り
、
氾
濫
原
を
つ

く
っ
た
り
、
二
重
堤
防
を
つ
く
る
た
め

に
住
宅
を
移
転
さ
せ
る
た
め
の
保
障
を

す
る
な
ど
の
多
様
な
対
応
が
挙
げ
ら
れ

る
。
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
に
変
化
を

強
い
る
こ
の
よ
う
な
方
策
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
、
ゼ
ー
ラ
ン
ド
州
が
踏
ん
だ

プ
ロ
セ
ス
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１．

理
想
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る

２．

現
在
の
状
況
と
比
較
す
る

３．

何
が
問
題
な
の
か
を
明
確
に
定
義

す
る

４．

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
着
実
に
リ
サ

ー
チ
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る

５．

当
事
者
た
ち
に
よ
る
委
員
会
を
う

ま
く
誘
導
す
る

左：ゼーランド州のブラ
ウさんの指が指し示すと
ころがヨハネス・デレイ
ケ（1842〜1913）の生誕
地コルンスプラート。

右：デレイケは明治政府
に内務省土木局の雇工師
として招聘され、日本の
治水事業に大きな足跡を
残した。この漁村には、
日本人有志が建てたデレ
イケの像が残る。

上：コルンスプラートの
堤防には、1953年の洪水
を自衛した記念モニュメ
ントがある。手前のスト
ックされた木材は、増水
時に枠に落とし込むこと
で防水堤にするための備
えだ。
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６．

地
域
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
積
み
重

ね
て
い
く

７．

結
論
を
出
す
た
め
に
デ
ィ
ベ
ー
ト

を
行
な
う

「
と
に
か
く
、
何
回
も
何
回
も
デ
ィ
ベ

ー
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

河
口
の
流
れ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
回
復

す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
選
択
さ
れ
ま

し
た
。

第
１
に
都
市
洪
水
の
安
全
性
が
高
ま

る
、
第
２
に
自
然
環
境
に
良
い
影
響
を

与
え
る
、
第
３
に
漁
業
を
持
続
可
能
な

も
の
に
す
る
、
第
４
に
都
市
住
民
に
と

っ
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
が

確
保
さ
れ
る
、
第
５
に
水
と
つ
き
合
う

新
た
な
居
住
方
法
が
見
つ
か
る
可
能
性

が
あ
る
、
第
６
に
船
舶
輸
送
が
よ
り
速

く
な
る
、
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
」

河
口
の
流
れ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
回

復
に
は
、
す
で
に
つ
く
ら
れ
て
30
年
以

上
経
過
し
た
河
口
堰
を
開
け
る
こ
と
も

含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
堰
を
開
け

る
こ
と
は
、
漁
業
に
従
事
す
る
人
や
、

レ
ジ
ャ
ー
産
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る

人
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の

人
の
生
活
基
盤
を
変
更
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。
な
お
か
つ
、
水
道
へ
の
塩

分
混
入
や
地
下
水
へ
の
影
響
な
ど
は
、

ま
だ
明
確
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

州
と
し
て
は
、
今
後
も
話
し
合
い
を
続

け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

２
０
０
０
年
（
平
成
12
）
６
月
に
、
オ

ラ
ン
ダ
政
府
は
ゼ
ー
ラ
ン
ド
州
の
北
隣

り
の
南
ホ
ラ
ン
ト
州
に
あ
る
ハ
リ
ン
グ

フ
リ
ー
ト
堰
を
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）

１
月
に
開
け
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
と

は
い
っ
て
も
、
い
き
な
り
全
開
に
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
水
門
の
３
分
の
１
を

95
％
の
時
間
開
放
す
る
と
い
う
方
式
で
、

２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
ま
で
の
５
年
間
、

試
験
的
に
監
視
し
て
影
響
を
評
価
し
、

２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
に
は
、
そ
の
後

の
方
針
の
見
直
し
が
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
６
月
の
段
階

で
は
、
セ
ッ
プ
さ
ん
や
何
人
か
の
関
係

者
に
「
堰
が
開
く
そ
う
だ
が
」
と
訊
ね

た
と
こ
ろ
「
ま
だ
決
定
に
は
至
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
話
だ
っ
た
。
政
府
方
針

は
決
定
さ
れ
て
も
、
地
元
で
の
話
し
合

い
と
合
意
形
成
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、

実
施
さ
れ
な
い
の
が
オ
ラ
ン
ダ
流
な
の

だ
と
感
じ
た
。

地
球
温
暖
化
と
い
う
「
今
こ
こ
に
あ

る
危
機
」
を
前
に
、
過
去
の
計
画
に
と

ら
わ
れ
ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の

計
画
を
多
方
面
か
ら
提
案
し
、
地
元
の

合
意
を
つ
く
っ
て
い
く
オ
ラ
ン
ダ
。
一

方
、
脅
威
も
計
画
も
何
と
な
く
上
か
ら

情
報
が
降
っ
て
く
る
日
本
。
オ
ラ
ン
ダ

と
日
本
の
合
意
形
成
の
や
り
方
は
、
ど

う
も
違
う
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

東スヘルデ堰の中
は、博物館となっ
ており、楽しみな
がら堰に触れられ
る造りになってい
る。水族館も隣接
して、訪れる人も
多い。

左：堰の壁がくり
貫かれて、実際に
使われている電話
線などのパイプラ
インが見える。

下：堰を支える土
台の模型。

デルタ計画博物館
スヘルデ川河口につくられた東スヘルデ堰は、自然保全

の声に応じて、1973年に可動堰に設計変更されたダムだ。

この横に、デルタプロジェクトのこれまでを展示した「ネ

ーヤンス博物館」がある。その館長が、オランダ運輸省で

このプロジェクトの技術的責任者だったセップさんだ。

やはり技術者だけあって、堰建設の苦労談になると力が

こもる。何と言っても苦労したのがダムの土台づくり。波

による土台の洗掘を防ぐ技術が当初は確立していなかった

ため、工法も含めてすべて最初から考えねばならなかった。

強い潮流で流される礎石を固定していくために開発された

のが、砂・小石・石の三層から成るマットレス。これを河

口に敷きつめ、杭でとめ、その上に土台を載せていく方法

で、堰の建設を実現させた。「安全で確実な技術を求める

ために、何度もシミュレーションした。毎日、大変なスト

レスだった」とセップさんは当時を振り返る。

「技術で自然を封じ込められると思いますか」という少し

意地悪な質問に、「そんなことは、絶対にできない。我々

にできることは、防衛することだけだ」という答え。

「プロジェクトリーダーに必要な能力は何ですか」「まず

は、本物の水利工学の専

門能力。そして経験。さ

らに、プロの知識が発揮

できる環境。そして、何

よりも、同じ目的に向か

って進んでいることを、

みんなに知らせること

だ」。この発言も、デルタ

計画の設計変更の歴史を

背景に聞くと、持つ意味

が変わってくる。




